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☆ 

八
月
例
会
は
休
会
、茶
話
会
実
施 

 

日
時 

8
月
9
日(
水) 

午
前
十
時
～ 

会
場 

柏
原
自
治
会
館 

3F
会
議
室 

内
容 

出
席
者
間
で
の
情
報
交
換 

 

メ
イ
ン
テ
ー
マ 

① 

私
の
勧
め
る
一
冊
の
本 

 
 

② 

知
り
た
い
事
、聞
き
た
い
事 

募
集
チ
ラ
シ
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。 

参
加
〆
切
は
８
月
５
日(

土) 

参
加
費
は
一
人
３
０
０
円 

 ☆ 

九
月
例
会 

 

日
時 

9
月
9
日(

土) 

午
前
十
時
～ 

会
場 

柏
原
住
民
セ
ン
タ
ー 

会
場
準
備(

敬
称
略) 

平
岩
泰
典
、荻
野
典
男
、
村
上
章
子
、 

関
靖
代 

 ◎ 

資
料
＃
21
京
都
大
火
日
記
配
布
中 

 

矢
持
副
代
表
か
ら
受
取
っ
て
下
さ
い
。 

 

◎ 

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク(

F

W)

予
告 

 

10
月
14
日(

土)

午
後
一
時
半
～ 

現
地
集
合 

山
南
町
慧
日
寺 

詳
細
は
FW
実
行
委
員
会
小
西
さ
ん 

説
明
有 

        ☆ 

「
歴
楽
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｄ
Ａ
」 

主
催 

竹
田
地
区
自
治
振
興
会 

会
場 

竹
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

第
三
回
9
月
30
日(

金)

午
前
十
時 

テ
ー
マ
「
一
宮
神
社
の
龍
」 

参
加
費
５
０
０
円
、
申
込
先
青
木
さ
ん

(
０
８
０
‐３
８
２
５
‐７
５
１
３) 

 ☆ 
「
歴
楽
Ｔ
Ａ
M

B
Ａ 

」 

 

主
催 

柏
原
自
治
協
議
会 

7
月
21
日(

金)

１０
時
半
～
12
時 

会
場 

柏
原
自
治
会
館 

講
師 

狛
犬
・地
域
研
究
者 

山
内
順

子
さ
ん
、
発
表
テ
ー
マ
は
「
丹
波
に
オ
オ

カ
ミ
が
居
た
頃
」 

参
加
費
３
０
０
円
、
申
込
先
柏
原
自
治

協
議
会(

０
７
９
５
‐７
３
‐０
１
９
８) 

 ☆ 

丹
波
市
教
委
「
歴
史
講
座
」 

主
催 

丹
波
市
教
委
文
化
財
課 

第
2
回 

7
月
15
日(

土) 

午
後
一
時
半
～
午
後
三
時 

会
場 

氷
上
住
民
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室 

講
演
「
発
掘
調
査
で
分
か
っ
た
氷
上
地

域
の
歴
史
」 

講
師 

丹
波
市
教
委 

文
化
財
課 

西
岡
真
理
氏 

  

     ◆ 

春
日
町 

 
 

岡
田 

君
代
様 

 

エ
ジ
プ
ト
を
旅
し
て 

 

若
い
頃
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
の
映
画
を
見

て
、
あ
こ
が
れ
て
い
た
エ
ジ
プ
ト
へ
、温
暖

で
過
ご
し
や
す
い
１
月
に
行
き
ま
し
た
。 

ピ
ス
ト
ル
を
持
っ
た
私
服
の
警
官
に
護

衛
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
ク
フ
王
や
ツ
タ

ン
カ
ー
メ
ン
王(

ミ
イ
ラ)

に
も
お
出
会
い

し
て
き
ま
し
た
。
ギ
ザ
の
三
大
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
を
間
近
で
見
て
、
内
部
へ
息
苦
し
く
狭

い
通
路
と
急
な
階
段
に
腰
を
屈
め
な
が

ら
、
石
棺
の
置
か
れ
て
い
る
所
ま
で
入
れ

ま
し
た
。
階
段
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
や
写
真
で
見

た
こ
と
の
あ
る
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
も
想
像
を

超
え
る
大
き
さ
で
し
た
。 

 

ナ
イ
ル
川
流
域
を
外
れ
る
と
砂
漠
で
、

ナ
セ
ル
湖
の
ほ
と
り
に
建
つ
ア
ブ
・シ
ン

ベ
ル
神
殿
ま
で
、
砂
漠
の
中
を
往
復
６
時

間
バ
ス
で
走
り
続
け
る
と
、
水
の
中
に
山

が
浮
い
て
い
る
よ
う
な
不
思
議
な
現
象

が
見
え(

実
際
は
砂
ば
か
り)

所
々
に
検

問
所
が
あ
り
、銃
を
構
え
た
軍
隊
の
人
が

３
～
４
人
警
備
し
て
い
て
物
々
し
い
感
じ

で
す
。 

ア
ス
ワ
ン
よ
り
ナ
イ
ル
川
を
船
で
下
り

西
岸(
王
家
の
谷
、
王
妃
の
谷
、
貴
族
の

墓
、ハ
ト
シ
ェ
プ
ス
ト
女
王
葬
祭
殿
、メ
ム

ノ
ン
の
巨
像)
東
岸(

コ
ム
・オ
ン
ポ
神
殿
、

馬
車
で
ホ
ル
ス
神
殿
へ
、
ル
ク
ソ
ー
ル
神

殿
、
カ
ル
ナ
ッ
ク
神
殿)
等
見
学
し
ま
し

た
。 

 

遺
跡
は
ど
れ
も
巨
大
で
砂
の
上
に
足

を
踏
ん
張
り
見
上
げ
れ
ば
、
空
は
ど
こ

ま
で
も
青
く
神
秘
的
で
神
を
信
じ
、死
後

の
復
活
を
信
じ
古
代
エ
ジ
プ
ト
文
明
を

築
い
た
人
達
と
、
一
部
の
富
裕
層
を
除
い

て
、
日
干
し
煉
瓦
を
積
ん
で
住
家
と
し
、

チ
ッ
プ
を
せ
び
り
、
執
拗
に
物
を
売
り
つ

け
る
人
達
が
同
じ
民
族
な
の
か
と
疑
問

に
思
う
程
で
す
。 

 

中
で
も
印
象
の
強
か
っ
た
の
は
、
エ
ジ

プ
ト
考
古
博
物
館
で
見
た
ツ
タ
ン
カ
ー

メ
ン
王
の
墓
か
ら
出
て
き
た
埋
葬
品
、
ロ

ゼ
ッ
タ
・ス
ト
ー
ン
と
言
う
石(

レ
プ
リ

カ)

に
刻
ま
れ
た
文
字
、
女
王
ク
レ
オ
パ

ト
ラ
の
自
殺
に
よ
り
古
代
王
朝
が
滅
び

闇
に
埋
も
れ
て
い
た
が
、
文
字
の
解
読
に

よ
り
５
，０
０
０
年
も
前
の
文
明
が
よ
み

が
え
っ
た
と
の
こ
と
。
文
字
の
威
力
は
す

ば
ら
し
い
!
!
! 

 

縁
あ
っ
て
古
文
書
倶
楽
部
に
入
れ
て

い
た
だ
き
、
先
生
の
助
け
な
し
に
一
人
立

ち
出
来
る
の
は
い
つ
の
事
か
分
り
ま
せ

ん
が
、
倶
楽
部
の
時
間
は
、
そ
の
時
代
に

生
き
た
人
達
の
息
遣
い
が
聞
こ
え
て
来

る
よ
う
で
、緊
張
し
集
中
出
来
る
楽
し
い

一
時
で
す
。 

 
(

次
ペ
ー
ジ
へ
続
く) 

  
事

務

連

絡

(

高

札

場

)
 

 
 

 
 
 
 

 

 
 

-
-

 

自

己

紹

介

(

口

上

)
 

   

情

報

発

信

(

読

売

り)
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先
生
を
は
じ
め
役
員
の
皆
様
、
倶
楽

部
の
皆
様
、
今
後
と
も
お
世
話
に
な
り
ま

す
が
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

     

◆ 

丹
波
古
文
書
倶
楽
部
の
歩
み(

１) 

前
代
表 
川
口
利
和 

過
日
、
岸
代
表
か
ら
我
輩
に
対
し
て
、

過
去
６
年
間
の
丹
波
古
文
書
倶
楽
部
活

動
状
況(

発
足
の
経
緯
、
取
組
内
容
等
の

倶
楽
部
の
足
跡)

を
記
録
し
た
い
と
の
こ

と
で
投
稿
の
お
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。

過
去
６
年
間
の
役
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
倶
楽
部
運
営
へ
多
大
な
寄
与
を
さ

れ
、
ご
意
見
を
お
持
ち
か
と
思
う
の
で
す

が
、
総
括
の
立
場
だ
っ
た
こ
と
で
、
僭
越

な
が
ら
、
代
表
し
て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

 

２
０
１
１
年
４
月
の
倶
楽
部
発
足
に
当

た
っ
て
は
、
２
０
１
０
年
度
の
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ｂ
Ａ

シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ(

主
催
：
丹
波
市)

の
倶

楽
部
活
動
「
古
文
書
倶
楽
部
」
の
参
加
者

の
う
ち
、
有
志
４
名((

敬
称
略)

佐
中
・八

木
・小
西
・川
口)

で
、
同
倶
楽
部
の
木
村

講
師(

現
講
師)

の
継
続
講
師
の
ご
了
解

を
い
た
だ
け
た
こ
と
も
あ
り
、
有
志
で
も

っ
て
倶
楽
部
名
称
を
「
丹
波
古
文
書
倶
楽

部
」
と
し
て
立
ち
上
げ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
倶
楽
部
名
称
決
定
に
当
た
っ
て

は
「
丹
波
古
文
書
倶
楽
部
」
「
兵
庫
丹
波

古
文
書
倶
楽
部
」
等
の
案
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
が
、
選
考
結
果
、
現
名
称
と
な
り

ま
し
た
。 

参
加
者
か
ら
の
会
費
に
つ
い
て
は
可

能
な
限
り
低
廉
に
し
て
参
加
し
や
す
い

環
境
を
作
ろ
う
と
の
考
え
で
３
０
０
０
円

・年
に
し
ま
し
た
。
講
師
料
に
つ
い
て
は

講
師
の
ご
自
宅
が
大
阪
市
内
で
あ
る
こ

と
で
交
通
費
程
度
の
お
支
払
い
し
か
で

き
な
い
状
態
で
し
た
。
現
行
も
同
様
で
す

が
、
ほ
ぼ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
ご
指
導
で

あ
り
ま
す
。 

当
初
計
画
の
講
義
は
、
１０
名
程
度
の

小
規
模
な
、
参
加
者
全
員
が
講
師
と
自

由
に
意
見
の
交
換
で
き
る
も
の
を
考
え

て
の
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
有
志
で
あ
る

発
起
人
４
名
は
古
文
書
読
解
と
い
う
分

野
の
学
習
希
望
は
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ｂ
Ａ
シ
ニ
ア
カ

レ
ッ
ジ
「
古
文
書
倶
楽
部
」
の
参
加
者
例

か
ら
判
断
し
て
、
参
加
者
は
多
く
な
い
で

あ
ろ
う
と
の
見
込
み
を
つ
け
る
も
、
倶
楽

部
の
立
ち
上
げ
に
当
た
っ
て
は
先
ず
会

員
の
確
保
が
重
要
と
の
思
い
で
、
各
住
民

セ
ン
タ
ー
、
Ｊ
Ｒ
柏
原
駅
、
飲
食
店
等
へ
の

会
員
募
集
チ
ラ
シ
配
置
・貼
付
、
知
人
等

へ
の
参
加
声
か
け
を
発
起
人
が
手
分
け

し
て
動
い
た
結
果
、
見
込
み
に
反
し
て

４９
名
の
会
員
が
集
ま
り
ま
し
た
。 

発
起
人
は
予
想
に
反
し
た
多
数
の
参

加
者
で
講
座
の
進
め
方
は
ど
う
し
た
も

の
か
と
頭
を
突
き
合
わ
せ
て
考
え
た
も

の
で
す
。
そ
れ
は
講
師
に
し
て
も
然
り
で

あ
り
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
、
講
師
と
調

整
し
て
、
現
行
の
、
参
加
者
が
数
行
読
み

解
き
、
解
読
で
き
な
か
っ
た
文
字
は
講
師

と
の
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
進
め
る
方
式
と
し

ま
し
た
。
多
く
の
参
加
者
が
古
文
書
解

読
の
初
心
者
だ
っ
た
こ
と
で
２
時
間
講
座

の
テ
キ
ス
ト
の
進
み
具
合
は
ゆ
っ
く
り

と
し
た
も
の
で
す(

今
で
は
考
え
ら
れ
な

い
懐
か
し
い
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま

す)

。
ま
た
、
初
年
度
は
参
加
者
と
の
顔

合
わ
せ
が
必
要
と
の
役
員
の
判
断
で
、
６

月
例
会
後
に
Ｊ
Ｒ
柏
原
駅
内
の
レ
ス
ト

ラ
ン
で
１６
～
１７
人
の
参
加
で
昼
食
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
席
の
隣
同
士
で
古
文
書

学
習
の
浅
深
、
出
身
地
、
経
歴
等
の
話
題

で
盛
り
上
が
っ
た
も
の
で
す
。 

ま
た
、
経
費
節
減
の
た
め
に
、
公
益
財

団
法
人
兵
庫
丹
波
の
森
協
会(

丹
波
市

柏
原
町)

の
制
度
で
あ
る
生
活
創
造
活
動

グ
ル
ー
プ
に
登
録
し
、
原
稿
・用
紙
持
込

で
印
刷
機
使
用
料
無
料(

現
行
は
有

料)

、
会
議
テ
ー
ブ
ル
、
椅
子
の
揃
っ
た
グ

ル
ー
プ
活
動
コ
ー
ナ
ー
使
用
料
無
料
等

の
特
典
を
活
用
し
ま
し
た
。 

初
年
度
の
事
業
は
①
例
月
講
座(

現

行
と
同
様
に
、
原
則
毎
月
第
２
土
曜
日
、

10:

00
～
２
時
間
、年
１０
回
、会
場
は
主

に
柏
原
住
民
セ
ン
タ
ー)

、
②
昼
食
会(

６

月)

、
③
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク(

１２
月
・講

師:

柏
原
歴
史
の
会(

柏
原
町)

会
長)

、

③
忘
年
会(

１２
月)

、
④
総
会(

２
月)

で

し
た
。 

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
内
容
は
柏
原
陣

屋
跡
に
集
合
し
、
同
陣
屋
跡
・丹
波
市
立

柏
原
歴
史
民
俗
資
料
館
で
の
施
設
・歴
史

資
料
の
解
説
、
古
市
場
公
民
館
で
の
古
文

書
解
説
・鑑
賞
で
あ
り
ま
し
た
。
柏
原
歴

史
の
会
会
長
に
は
各
施
設
で
の
解
説
、
古

文
書
準
備
等
で
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

初
年
度
は
何
も
か
も
が
手
探
り
で
の

運
営
だ
っ
た
の
で
、
刺
激
的
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、参
加
者
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

な
お
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
趣
旨
に

つ
い
て
は
か
わ
ら
版(

平
成
２９
年
１
月

１４
日
発
行
第
７
号)

を
ご
参
照
願
い
ま

す
。 ※

掲
載
写
真
は
で
き
る
限
り
個
人
が

特
定
で
き
な
い
よ
う
に
の
思
い
で
選
定

し
ま
し
た
が
、掲
載
の
写
真
と
な
り
ま
し

た
。
寛
大
な
る
心
で
ご
容
赦
願
い
ま
す
。 

   

★ある月の例月講座風景

(2011) 

★フィールドワークの場面

(2011/12 ) 

特

別

寄

稿

(

読

売

り)
 


